
グループホーム mirai 第 1回 地域連携推進会議 議事録 

1. 開催概要 

• 事業所名：特定非営利活動法人百千鳥  

グループホーム mirai（介護包括型・共同生活援助） 

• 開催日時：令和８年 1月 28 日 10 時 00 分～ 

• 開催方法：対面開催（1名 zoom 参加） 

• 開催場所：長久手市片平 1－1805 緑陰小舎 A-3 カピリナ 2階会議室 

• 主 催：特定非営利活動法人百千鳥 グループホーム mirai 

• 目 的：地域との相互理解および連携強化、事業運営状況の共有 

 

2. 出席者 

（外部構成員） 

利用者代表 1名（後見人による代理参加） 

利用者家族代表 2名 

地域の関係者 まちづくり協議会会長 

福祉担当者 

福祉に知見のある人 1名 

経営に知見のある人 1名 

施設等所在地の市町村担

当者 

長久手市福祉課 1名 

基幹相談支援センター 1名 

 

（事業所） 

理事長  

管理者  

現場リーダー        

 

合計 3名 

 

3. 施設見学 

グループホーム mirai を参加者全員で見学 

 

4. 議事内容（要旨） 

（１） 法人運営および人材状況について説明 

• 別添資料参照 

 

（２） 法人代表より、設立からの経過および人材推移について報告。 

• 設立し、15 年経過、現在は約 100 名の職員体制 

• mirai は、親御さん等の希望もあり、平成 30 年に開所 



• 専門職の育成および次世代への継承が課題。 

• 組織の継続性を高めるための運営を目指す 

外部構成員より、 

• 「文句が言える関係性」が継続の鍵である 

• 率直な意見交換ができる関係づくりが重要 

との意見があった。 

 

（３）利用者支援および生活状況について 

利用者家族代表より発言。 

• 入居から 7年 5か月経過。 

• 当初は継続を不安視していたが、現在は安定。 

• 「家に帰りたい」との訴えは大幅に減少。 

• 共同生活を通じて成長が見られる。 

• 職員との関係性が安定に寄与している。 

課題として、 

• 食費高騰による質低下への懸念 

• 行政補助制度の必要性 

• 将来的な受診同行支援等の必要性 

• 高齢化に伴う居室（2階利用）の課題 

が挙げられた。 

 

（４）人材確保および外国人材の活用 

• 特定技能人材（インドネシア人 3名）が勤務開始。 

• 誠実で利用者との関係も良好。 

• 将来的な夜勤対応への期待。 

人材確保の観点から前向きな評価があった。 

 

（５）地域連携・防災連携について 

まちづくり協議会代表より、 

• 防災を軸とした地域交流の重要性 

• 災害時に顔の見える関係づくりが必要 

• 餅つき大会や食事会等への参加提案 

避難訓練では半数程度が参加。 

強度行動障害のある利用者への配慮が必要との共有があった。 

 

（６）支援の専門性について 

事業所より、 

• 区分 4～6の重度利用者が中心 

• 支援方法により安定した生活が可能 



• 支援の質が生活の安定に直結する 

との説明。 

 

（７）行政からの意見 

市担当者より、 

• 現場理解が深まった 

• 今後も相談体制を継続 

• 基幹相談支援センターと連携強化 

との発言。 

 

5. 今後の方向性 

1. 家族会の設立・強化 

2. 地域防災との連携強化 

3. 食費等の制度的課題について継続検討 

4. 組織の継続性を意識した体制整備 

 

6. 総括 

本会議を通じ、 

• 地域との相互理解が深まった 

• 率直な意見交換の重要性を再確認した 

• 継続開催の意義を共有した 

 

今後も年 1回以上の開催を継続する予定 

 


